
　トヨタ自動車株式会社　社会貢献推進部様より、
木の玉プールの御寄附を頂きました。
　特別支援学校の子どもたちは木の玉の香り、音、
肌ざわり、質感などの自然の恵みを感じていました。
　御寄附を頂きありがとうございました。

木の玉プール

楽しいね！
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ひだまり



　
第
31
回
御
殿
場
市
社
会
福
祉
大
会
が
10
月
５
日(

土)

に
市
民
会
館

に
て
、
御
殿
場
市
、
御
殿
場
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
主
催
に
よ
り
開

催
さ
れ
、
６
０
０
人
の
来
場
が
あ
り
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
社
会
福
祉
事
業
に
功
績
の
あ
っ
た
方
、
事
業
の
推
進

の
た
め
に
貴
重
な
金
品
の
御
寄
託
を
頂
い
た
方
、皆
様
に
、表
彰
状
・

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。　

　
受
賞
さ
れ
た
皆
様
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

■
個
人　
３
名

（
市
の
た
め
に
10
万
円
以
上
５
０
０
万
円
未
満
の
私
財
を
寄
附
さ
れ
た
方
）

　
島
口
隆
策　
　
杉
山
善
積　
　
芹
沢
眞
成　
　

■
団
体　
７
団
体
（
市
の
た
め
に
10
万
円
以
上
５
０
０
万
円
未
満
の
私
財
を

　
寄
附
さ
れ
た
団
体
）

　
株
式
会
社 

カ
ツ
マ
タ
建
設

　
２
０
１
８
三
井
住
友
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ａ
太
平
洋
マ
ス
タ
ー
ズ

　
株
式
会
社 

勝
又
商
事

　
東
静
岡
ヤ
ク
ル
ト
販
売 

株
式
会
社

　
一
般
社
団
法
人 

竈
報
徳
社

　
一
般
社
団
法
人 

原
里
愛
郷
振
興
協
会

　
一
般
社
団
法
人 

御
殿
場
愛
郷
報
徳
社

■
個
人　
７
名

（
社
会
福
祉
協
議
会
に
対
し
、
１
年
間
に
５
万
円
（
物
資
の
場
合
は
相

当
額
を
含
む
。）
以
上
の
金
品
を
寄
附
さ
れ
た
方
）

　
大
窪
玲
子　
　
末
光
義
史　
　
江
藤
エ
ミ　
　
川
合
岩
雄

　
小
藤
健
造　
　
島
津
宗
祮　
　
伊
達
直
人

■
団
体　
16
団
体

（
社
会
福
祉
協
議
会
に
対
し
、
１
年
間
に
５
万
円
（
物
資
の
場
合
は
相

当
額
を
含
む
。）
以
上
の
金
品
を
寄
附
さ
れ
た
団
体
）

　
一
般
社
団
法
人 

生
命
保
険
協
会
静
岡
県
協
会 

沼
津
地
区　

　
株
式
会
社 

ス
ズ
キ
総
業
・
株
式
会
社 

ス
ズ
キ
総
業
グ
ル
ー
プ

　
ス
ナ
ッ
ク
花 

吉
田
良
江

　
御
殿
場
市
婦
人
会
連
絡
協
議
会

　
琴
城
流
大
正
琴
愛
好
会 

三
島
支
部

　
御
殿
場
ニ
ュ
ー
モ
ラ
ル
友
の
会

　
報
徳
文
化
祭
実
行
委
員
会

　
竈
区

　
大
雲
院

　
一
般
社
団
法
人 

玉
穂
報
徳
会

　
静
岡
県
立
御
殿
場
高
等
学
校

　
ワ
ク
ワ
ク
手
作
り
展

　
髙
田
歌
謡
教
室

　
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
東
海 

株
式
会
社

　
ジ
ェ
イ
ビ
ル
ジ
ャ
パ
ン 

株
式
会
社 

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

エ
コ
ハ
ウ
ス
御
殿
場

■
民
生
委
員
児
童
委
員
　
18
名

（
民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
８
年
以
上
在
職
し
、
そ
の
功
労
が
顕
著

で
あ
る
方
）

　
柏
木
忠
夫　
　
杉
浦
重
子　
　
米
山
喜
與
志

　
鈴
木　
勝　
　
芹
澤
明
子　
　
井
上　
司

　
橋
本
保
利　
　
勝
又
統
夫　
　
中
川
由
美
子

　
武
藤
惠
子　
　
佐
伯
脩
佑　
　
佐
藤
二
三
惠

　
西
澤
靖
子　
　
初
鹿
野
郁
子　
芹
澤　
泉

　
勝
又
政
江　
　
齊
藤
郁
代　
　
勝
又
悦
子

■
保
護
司
　
５
名
（
保
護
司
と
し
て
８
年
以
上

　
在
職
し
、
そ
の
功
労
が
顕
著
で
あ
る
方
）

　
杉
山
敏
久　
　
飯
塚
義
次　
　
勝
又
政
昭

　
石
田
春
夫　
　
山
﨑
春
俊

■
社
会
福
祉
施
設
・
団
体　
10
名

（
社
会
福
祉
事
業
施
設
又
は
社
会
福
祉
事
業
団
体
の
役
員
及
び
施
設
長

と
し
て
10
年
以
上
、
従
事
者
と
し
て
15
年
以
上
社
会
福
祉
事
業
に
勤
続

し
、
そ
の
功
労
が
顕
著
で
あ
る
方
）

　
内
田
純
一　
　
　
伊
藤
麻
美　
　
　
矢
野
敬
之　
　
　
小
室
静
子

　
久
保
田
真
喜　
　
市
川
宜
明　
　
　
野
本
保
江　
　
　
永
井
秀
幸

　
小
林
旬
子　
　
　
根
上
武
久

■
個
人　
１
名

（
社
会
福
祉
事
業
に
対
し
、
労
力
的
、
経
済
的
又
は
そ
の
他
の
方
法
に

よ
り
、
積
極
的
に
協
力
援
助
を
行
い
、
そ
の
進
展
に
寄
与
し
た
方
）

　
芹
沢
眞
成

■
団
体　
２
団
体

（
社
会
福
祉
事
業
に
対
し
、
労
力
的
、
経
済
的
又
は
そ
の
他
の
方
法
に

よ
り
、
積
極
的
に
協
力
援
助
を
行
い
、
そ
の
進
展
に
寄
与
し
た
団
体
）

　
有
限
会
社 

二
の
岡
フ
ー
ヅ

　
久
成
寺

■
個
人　
１
名

（
共
同
募
金
運
動
に
20
万
円
以
上
の
寄
附
を
さ
れ
た
個
人
）

　
石
川　
昭

■
個
人　
２
名
（
共
同
募
金
運
動
の
推
進
に
貢
献
し
、
そ
の
功
績
が

　
特
に
顕
著
な
募
金
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
個
人
）

　
土
屋
俊
光　
　
田
代
光
子

■
団
体　
17
団
体
（
共
同
募
金
運
動
の
推
進
に
貢
献
し
、
そ
の
功
績
が

　
特
に
顕
著
な
募
金
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
）

　
御
殿
場
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

　
一
般
社
団
法
人 

御
殿
場
愛
郷
報
徳
社

　
一
般
社
団
法
人 

中
畑
愛
郷
会

　
一
般
社
団
法
人 

玉
穂
報
徳
会

　
一
般
社
団
法
人 

印
野
郷
土
振
興
協
会

　
一
般
社
団
法
人 

古
沢
共
和
会

　
大
雲
院

　
陸
上
自
衛
隊 

駒
門
駐
屯
地　

　
陸
上
自
衛
隊 

滝
ヶ
原
原
駐
屯
地

　
陸
上
自
衛
隊 

板
妻
駐
屯
地

　
御
殿
場
市
福
祉
事
業
協
力
会

　
ト
ヨ
タ
自
動
車
東
日
本
労
働
組
合

　
立
正
佼
成
会 

御
殿
場
教
会

　
御
殿
場
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
御
殿
場
遊
技
業
組
合

　
北
駿
地
区
労
働
者
福
祉
協
議
会

　
矢
崎
エ
ナ
ジ
ー
シ
ス
テ
ム 

株
式
会
社 

富
士
工
場

御
殿
場
市
社
会
福
祉
大
会
開
催

第
31
回

御
殿
場
市
長
感
謝
状

御
殿
場
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

中
央
共
同
募
金
会
会
長
感
謝
状

静
岡
県
共
同
募
金
会
会
長
感
謝
状

御
殿
場
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
感
謝
状

すべての人が幸せだと思える住民による福祉のまちづくり （２）



　
当
日
は
、
福
祉
活
動
の
あ
り
方
を
示
す
大
会
宣
言
が
全
員
一
致
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
少
子
高
齢
化
の
急
速
な
進
行
、
家
族
や
地
域
の
あ
り
方
の
変
容
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
等
に
よ
り
、
家
庭
内
の
扶
養
機
能
や
地

域
で
の
相
互
扶
助
機
能
が
低
下
し
、
地
域
で
の
生
活
課
題
は
多
様
化

か
つ
複
合
化
し
、
深
刻
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
御
殿
場
市
で
は
住
民
と
行
政
が
協
働
し
た
活
動

や
地
域
福
祉
推
進
委
員
会
等
に
よ
る
地
域
に
密
着
し
た
活
動
の
継
続

に
よ
り
、
地
域
の
連
携
の
強
化
や
福
祉
の
充
実
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
地
域
に
暮
ら
す
私
た
ち
は
、
人
と
人
の
絆
に
つ
い
て
考
え
、
福
祉

の
視
点
を
持
っ
て
顔
の
見
え
る
支
え
あ
い
を
再
構
築
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

　
第
31
回
御
殿
場
市
社
会
福
祉
大
会
の
開
催
に
当
た
り
、
思
い
や
り

と
支
え
あ
う
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
実
現
に
向
け
て
、
次
の
こ
と
を
宣

言
し
ま
す
。

　
一
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
地
域
で
で
き
る
こ
と
（
自
助
・
共
助
）

に
取
り
組
み
ま
す

　
一
、
長
生
き
し
て
よ
か
っ
た
と
い
え
る
ま
ち
づ
く
り
事
業
を
推
進

し
ま
す

　
一
、
地
域
福
祉
活
動
組
織
の
充
実
強
化
と
住
民
参
加
・
協
働
に
よ

る
活
動
を
推
進
し
ま
す

　
一
、
地
域
に
根
ざ
し
た
総
合
的
な
支
援
体
制
の
実
現
と
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
に
努
め
ま
す

　
一
、
福
祉
教
育
の
充
実
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
推
進
し
ま
す

　
当
日
は
、
福
祉
教
育
実
践
校
指
定
校
の
児
童
・
生
徒
の
皆
様
に
よ

る
多
彩
な
体
験
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　
　

   

（
敬
称
略
・
順
不
同)

　
令
和
元
年
度
静
岡
県
健
康
福
祉
大
会
が
10
月
24
日(

木)

に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

         

（
敬
称
略
・
順
不
同)

■
民
生
委
員
児
童
委
員
　
４
名
（
民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て

　
10
年
以
上
在
籍
し
、
功
労
顕
著
で
あ
る
方
）

　
佐
藤　
守　
　
坪
井
眞
由
美

　
横
山
千
枝
子　
勝
又
和
代

■
保
護
司
　
１
名

（
保
護
司
と
し
て
10
年
以
上
在
籍
し
、
功
労
顕
著
で
あ
る
方
）

　
鈴
木
か
お
る

■
法
人
役
員
・
事
業
所
従
事
者
　
３
名

（
社
会
福
祉
施
設
の
役
員
と
し
て
10
年
以
上
、
従
事
者
と
し
て
15
年
以
上

在
職
し
、
功
労
顕
著
で
あ
る
方
）

　
杉
山
ゆ
き
枝　
　
竹
田
恭
子　
　
桑
原
幸
代

■
団
体
　
２
団
体
（
共
同
募
金
運
動
の
推
進
に
貢
献
し
、
そ
の
功
績

　
が
特
に
顕
著
な
募
金
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
）

　
御
殿
場
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
静
岡
県
立
御
殿
場
高
等
学
校

　
令
和
元
年
度
全
国
社
会
福
祉
大
会
が
11
月
22
日(

金)

に
開
催
さ
れ

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

         　
（
敬
称
略
・
順
不
同)

■
社
会
福
祉
法
人
・
福
祉
施
設
功
労
者
　
１
名

　
江
口
純
子

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
静
岡
県
第
34
団

御
殿
場
市
朗
読
奉
仕
グ
ル
ー
プ
く
ろ
つ
ぐ
み
の
会

　
３
年　
芹
澤
彩
花

　
３
年　
芹
澤
美
祐

　
３
年　
齊
藤
大
智

「
ふ
じ
の
く
に
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
伝
え
た
い
こ
と
」

「
高
根
中
の
福
祉
活
動
」

　

２
年　
伊
東
瞭

　

２
年　
小
澤
妹
華

　

２
年　
芹
沢
沙
弥

　

２
年　
勝
又
泉
美

　

２
年　
勝
亦
優
花 　

２
年　
藤
井
由
香

　

２
年　
勝
俣
若
咲

　

２
年　
鈴
木
由
依

　

２
年　
渡
邉
莉
々
果

御
殿
場
西
高
等
学
校

高
根
中
学
校

　
６
年　
岩
下
昊
正

　
６
年　
勝
又
紗
菜

　
６
年　
宮
﨑
莉
緒

「
思
い
や
り
と
奉
仕
の
心
を
持
ち
、

　
　
　
進
ん
で
実
践
す
る
た
め
に
」

御
殿
場
南
小
学
校

　
５
年　
藤
井
菜
月

　
５
年　
加
藤
菜
七

　
５
年　
梶
田
航
志

「
神
山
小
の
合
言
葉

　
　
　
　
　「
い
つ
も
え
が
お
で
」」

神
山
小
学
校

大
　
会
　
宣
　
言

福
祉
体
験
者
の
意
見
発
表

静
岡
県
健
康
福
祉
大
会
開
催

全
国
社
会
福
祉
大
会
開
催

静
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

静
岡
県
共
同
募
金
会
会
長
表
彰

中
央
共
同
募
金
会
会
長
表
彰

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

すべての人が幸せだと思える住民による福祉のまちづくり（３）



「ふれあいの小さな手から大きな輪」のテーマを掲げて開催した「第36回御殿場市ふれあい広場」は、
お陰様をもちまして昨年を上回る来場者8,000人を数え、盛況の内に終了することができました。

佐賀県・千葉県被災地支援
　佐賀県・千葉県では豪雨災害・台風被害があり、被災地では現在も復興
に向けた活動が続けられています。
　義援金として来場者の皆様から総額18,617円をお寄せいただき、全額
を被災地へと送金させていただきました。

大活躍！御殿場高校生
　今回のふれあい広場では、県立御殿場高校の生徒お二人に、開会式や
ステージプログラムの進行等をお願いしました。
　岩田祥さん、山下愛衣理さんのお二人が、はきはきとしたスムーズな司
会で明るい雰囲気を作ってくれました。

ボランティアの皆様の協力で
　ふれあい広場は多くのボランティアの皆様に支えていただいています。
　今回は４人のボランティアの皆様に、抽選所の運営、福祉車両を使用し
た送迎や写真撮影等、様々な場面で協力いただきました。
　また、参加51団体の皆様には、実行委員として催事の計画、運営や当
日の駐車場係を担当していただきました。

特別ゲスト「大道芸人あまる」 パフォーマンスショー
　大道芸人あまるがふれあい広場にやってきました！　ジャグリング、バ
ランス芸、パントマイムなどを披露していただきました。

　
社
会
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て
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すべての人が幸せだと思える住民による福祉のまちづくり （４）



　８月21日(水)・28日(水)・９月４日(水)に市民交流セ
ンター「ふじざくら」において「朗読ボランティア養成講
習会初級編」を開催しました。今回は、ＮＨＫ放送研修セ
ンター日本語センターの高橋淳之氏を講師にお迎えしまし
た。
　講習会では文学作品などをテキストに、発声やアクセン
ト、イントネーションなど、朗読の基礎から講義が行われ
ました。講師は一人ひとりの朗読を丁寧に添削し、参加者
も熱心に取り組んでいました。
　最終日には朗読ボランティアの活動紹介や受講者の録音
体験を行い、好評の内に閉講となりました。

朗読ボランティア養成講習会初級編

　９月22日(日)に市民交流センター「ふじざくら」にて、
点字体験教室を開催しました。当日は５人の市民の方が参
加しました。
　参加者は、市民交流センター内にある点字がどのような
場所にあるのかを探してみたり、点字器の使い方を教わり、
実際に五十音や数字を点字で打ったりしました。また、点
字で打った自分の名刺や点字で名前が入っているテープを
作成しました。参加者からは､「難しくて大変だと思った
が、楽しく学べた｣「初めての経験だったがとても興味が
湧きました｣「勉強ができる機会があれば続けてみたい」
というような感想が聞かれました。講師に丁寧に教えていただき、充実した教室を開催することがで
きました。

点字体験教室

　10月の毎週水曜日(全５回)に市民交流センター「ふじ
ざくら」にて、ミニ手話体験教室を開催しました。ミニ手
話体験教室には６人の市民の方が参加しました。
　参加者は、耳の聞こえない方とのコミュニケーションの
方法であったり、手話での挨拶の方法や数や家族の表し方
であったり、五十音の指文字などを教えていただき、受講
最終日には、実際に聴覚障害者の方とコミュニケーション
をとり、交流を図りました。

ミニ手話体験教室

すべての人が幸せだと思える住民による福祉のまちづくり（５）



■世帯配分
 186件 3,171,000円
■施設配分
 １件 50,000円
■事業費配分
 23件 740,000円
■令和元年度共同募金資金
 1,853,034円
 合計 5,814,034円

つながり　ささえあう　みんなの地域づくり

12月１日から歳末たすけあい運動がはじまります

運
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し
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す
。
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市
民
の
皆
様
に
は
、
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
の

戸
別
募
金
や
、
職
場
や
学
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に
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き
ま
し
て
御

協
力
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お
願
い
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ま
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ま
た
、
個
別
や
企
業
・
団
体
の
皆
様
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
御
連
絡
い
た
だ

け
れ
ば
受
領
に
伺
い
ま
す
。

平成30年度の実績

本年度も皆様の
心温まる御協力をお願いいたします。

令和元年度目標額　610　万円

特定非営利活動法人 かながわ福祉移動サービスネットワーク
令和元年12月９日(月)･10日(火)
両日とも午前９時から午後４時まで
御殿場市民交流センター「ふじざくら｣　
運転ボランティア活動に関心のある市民
●福祉車両の特性　●道路運送法、関係法令
●高齢者等の生活　●運転、介助実習
●リスクマネジメント 等
無料
30名(先着順)
11月29日(金)までに電話でお申込みください。

日　時
講　師

会　場
対象者
内　容

受講料
定　員
申込み

令和元年12月８日(日)　午前10時から午後２時まで
社会福祉法人武蔵野会さくら学園ほか
ボランティア活動に関心のある市民
無料（昼食は、食事支援として用意します）
市内高校生以上の方 20名（先着順）
令和元年12月２日(月)まで
当日は、さくら学園に現地集合になります。
さくら学園へ行く手段がない方は、御相談ください。

日　時
会　場
対象者
受講料
定　員
申込み
その他

国土交通省認定 福祉車両運転者講習
受講者募集

外出支援ボランティア養成講座
受講者募集

　移動支援の担い手の拡大、さらに高齢者、障害のある方等を支える
担い手の養成を図ることを目的として開催します。
２日間全日程に参加された方には国土交通省認定修了証を発行します。

●申込み・問合せ

御殿場市社会福祉協議会
電 話0550-70-6801

●申込み・問合せ
御殿場市萩原988‒１(御殿場市民交流センター内)
御殿場市ボランティア連絡協議会
事務局：御殿場市社会福祉協議会
担　当：長山

電 話0550-70-6801
FAX0550-89-5501

主催：御殿場市ボランティア連絡協議会　　協力：さくら学園　御殿場市手をつなぐ育成会　御殿場市車椅子友の会

すべての人が幸せだと思える住民による福祉のまちづくり （６）


